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５月１８日

（日）

使徒

６章

「しかし、彼（ステファノ）が知恵と“霊”によって語るので、歯

が立たなかった」（１０節）。ステファノに歯が立たず、憎悪に

かられた人々は偽証人を立てて最高法院に突き出した。主イ

エスの時と同じである。「歯が立たない自分」を素直に認め、

神の前に小さくされるとは何と難しいことだろう。主よ、あなた

の“霊”の働きの前に小さくされる信仰を与えてください。

１９日

（月）

使徒

７章

「かたくなで、心と耳に割礼を受けていない人たち、あなたが

たは、いつも聖霊に逆らっています」（５１節）。ステファノは石

を握りしめる人びとを前に彼らの罪を率直に示した。「割礼」と

は先立つ神の恵みに聴従する信仰のこと。自分が神の前に出

るのではなく、神の恵みの後ろに従うこと。神はいつも私たち

の心と耳に語りかけておられる。恵みの先立ちを信じていこう。

２０日

（火）

使徒

８章

「さて、散って行った人々は、福音を告げ知らせながら巡り歩

いた」（４節）。エルサレムで起こった大迫害のために人々は

各地に散って行った。が、散らされた場所が福音の新しい出

会いを生み、福音の種は世界中に持ち運ばれていく…。福

音の種そのものに命がある。人間の目にマイナスにしか見え

ない状況にも働かれる聖霊の出来事を祈っていこう。

２１日

（水）

使徒

９章

「（アナニヤは）サウロの上に手を置いて言った。『兄弟サウ

ル…主イエスはあなたが…聖霊で満たされるようにと、わた

しをお遣わしになったのです』」（１７節）。十字架の主を受け

入れるのは私たちの知恵や努力ではない。聖霊の業である。

聖霊はどんなかたくなな心をも神に向けて変えられる。迫害

者サウロをも主の器に変えた。ここに聖霊による希望がある。
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２２日

（木）

使徒

１０章

「そこで、ペトロは口を開き、こう言った。『神は人を分け隔て

なさらないことが、よく分かりました』」（３４節）。ペトロが幻を

見たのは古代エジプトの時代から栄えるヤッファの港町。今、

多くの人が困難の日々を強いられているガザ地区の北方に

位置する町である。異教徒とユダヤ人の間の壁が取り払われ

た神の業が、今こそ起こされていくことを祈っていきたい。

２３日

（金）

使徒

１１章

「バルナバはサウロを捜しにタルソスへ行き、見つけ出してア

ンティオキアに連れ帰った」（２５－２６節）。アナニアを通して

「主の器」とされたサウロだったが、その「前科」のゆえに弟子

たちから警戒され恐れられた（８：２６）。しかしバルナバはサウ

ロを捜しに行き、見つけ出してアンティオキアの教会に導い

た。バルナバの背後に十字架の主の愛が透けて見える。

２４日

（土）

使徒

１２章

「ペトロは牢に入れられていた。教会では彼のために熱心な祈

りが神にささげられていた」（５節）。ヘロデ王は教会に迫害の

手を延ばしてヤコブを剣で殺し、ペトロをも獄に捕らえた。剣の

力で人の心を支配する王の前に「祈るほか何もできない教会」

はなんと小さな存在なのだろうか。けれどもその小さな存在を通

して世界中に福音の種が持ち運ばれていったのである。

２５日

（日）

使徒

１３章

「あなたがたがモーセの律法では義とされえなかったのに、

信じる者は皆、この方によって義とされるのです」（３８−３９

節）。使徒言行録でパウロの説教が書かれた最初の箇所、そ

のクライマックス。使徒パウロは生涯を通じて「人はイエスを信

じる信仰によって義とされる」と語り続けた。パウロ書簡にも繰

り返し綴られたこの真理は、今なお多くの人を解放に導く。


